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１．背景 【滋賀県内の地域別の渋滞損失時間】 
○主要渋滞箇所において、それぞれに適した短期対策を検討し、実現可能性の高い箇所において対
策案を作成する。

○次回の滋賀県渋滞対策協議会において対策案を提示し、実現へ向けた意見交換を実施する。

今後の進め方
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対策実施前

対策実施後

②交差点内の案内が不明
瞭であるため、先頭の右折
車両が後方で待機するた
め、発進遅れが見られる

①右折車両がはみ出し、
直進車両を阻害

②導流線の設置により、
先頭の右折車両が交差点内で
待機することが期待される

①右折レーンの延伸により、
右折車両のはみ出しの抑制が
期待される

■右折レーン延伸・導流線設置（例）

③左折車両による
後続の右折車両の阻害

④先詰まりにより
左折車両が滞留

③停止線前出しにより
車両スペースを確保

④右左折レーン設置により、左
折車両による後続右折車両の
阻害がなくなり、右折車両が通
行しやすくなる

対策実施前

対策実施後

■右左折レーン設置・停止線前出し（例）

②導流線の設置により、
先頭の右折車両が交差点内で
待機することが期待される
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■現道のゼブラ帯を活用した3車線化（例）

出典：平成28年富山県道路安全・円滑化検討委員会 




